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趣旨 20 世紀前半期において、東アジアのほとんどの地域は日本の植民地支配

を受けた。これは関係する国と地域にとって不幸な歴史であったことはい

うまでもないが、日本の支配が敷かれていたこれらの地域においては、人

と物の流れが加速し、日本の近代化の経験による各種の社会整備、調査記

録や記念物が形として残された。また戦後 70 年間において、これらのメ

モリアル遺産は東アジアを取り巻く複雑な関係性のなかでその存在が直

視され、議論される場も多くなかったように思われる。本セッションでは、

戦後の視点に立ってこれらのメモリアル遺産の歴史的広がりやそれがも

つ現代的な意味を議論したい。 
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